第23回　施設処遇検討会議　議事録　H22.11.22

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・小笠原嘉紀・木村春子

・須々田珠実・上平ユリ子・小坂和子

（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・小坂和子）

記　録：須々田珠実
議題

１：豊川　明男様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：吉田　キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

１：豊川　明男様　（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①退所に向けた自炊訓練

１）定期的に自炊訓練を行う。

→退所までに自炊をできるようになりたいとのことから、個別支援で調理を取り入れ、定期的に行っていく。

→作りたいものを本人と話し合う。そこから、買い物、簡単な調理と段階を踏んで行う。

→その都度評価と振り返りを行う。

②　デイケア通所について・他者交流（継続）

１）デイケア通所について

→色々な体調不良の理由を挙げては、休む事があるため、通所出来ている時には評価していく。

２）他者交流

→対人交流での不安・悩みを傾聴。不安・ストレスを溜めないように支援を行う。

→面談を行うことや話し相手になることで、不安を軽減させる。

③保護者との関係（継続）

１）保護者様との関係

・保護者様の本人の接し方として、指示的な言い方が本人のプレッシャーになっている。

→面会時には職員が同席し、本人へのストレスとなる発言に対し仲介を行っていく。

２）保護者様の負担を軽減出来るようにする。
・10/31の叔母様との外食で、保護者を出来なくなるかもしれないと話されたとの事。

→実家の兄様とも連絡が取れるよう依頼し、難しい様子あるが今後も打診していく。
＜評価＞
　生活能力は高いが、自信を持てず自主的に取り組む事を躊躇する面も見られる。デイケア通所日以外の日は自室で過ごす事も多いため、個別プログラムとして定期的に自炊訓練を実施し、振り返りと評価を繰り返すことで本人の自信に繋げていく。他者の評価および自己評価が高まることで、対人交流面など生活上での行動の変化も期待できることから、個別支援を糸口にして介入していく。服薬自己管理については本人の要望もあり、入所2年が経過していることから、完全な服薬自己管理を検討している。現在の管理形態（服用前に職員が薬包をチェックする）で問題は見られていないため、主治医に相談の上で進めていくこととする。デイケア拒否の理由として、「休憩時間にどのように過ごせばよいのか分らない」ということもある様子。他者と関わっていなければならないという思いから来るものなのか、本人の話を傾聴した上で、デイケアでの過ごし方について助言していく。
２：吉田　キクエ様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①身体機能の維持

· 年齢からくる身体の老化進行を防ぐために健康プログラムを通して勉強会や体操を継続していく。また毎日短時間のストレッチ体操を習慣づけしていく。

· 間食の見直し（体重増加し易い食品を控える・摂取時間・量）の必要性を指導していく。

②余暇活動の充実

· 本人の興味ある演歌歌手のコンサートや動物映画など鑑賞できるように計らい充実感を味わわせる。

· 裁縫が得意の為、ベットカバーや、テーブルクロスなど作成提案を挙げ、本人と相談しながら作品を作り上げ意欲低下を防ぐ。

・季節事に買物に連れ出し、ショッピングを楽しませる。
③保護者（長男）との関係修復

· 定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）の他に今後の処遇等について面談が必要な事を案内していく。

・　長年疎遠であり、保護者である息子は母親の面会を拒んでいる様子の為、妹や姪とは連絡（電話）を取っている為、場合によっては関係修復の協力依頼の打診をしてみる。
＜評価＞

　施設体系移行に向けて、介護認定と自立支援障害程度区分の認定は受けておく必要がある。自立支援の障害程度区分が「２」と認定されれば、ケアホームへ体系移行した場合も施設利用が継続できる。吉田様のように自立度が高い場合、どちらも該当しかねる状態になることが懸念されるが、いずれにしても青風荘以外の居住場所の検討は必要となる。現在の生活状況が判断基準となっているため、環境が変化した場合に施設適応できるのか踏み込んだ上で本人の能力を見極めていく必要がある。






